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近年、超高光度 X線源 (Ultra-Luminous X-ray source; ULX)と呼ばれる天体が数多く発見されている。この
天体は恒星質量ブラックホール (MBH ∼ 10M⊙)のエディントン光度 (LE ∼ 1039 erg s−1)を超えるほどのエネル
ギーを X線で放射しており、そのスペクトルは 10 keV程度のコンプトン散乱を受けたような特殊な形になって
いる。一方で、超高光度軟X線源 (Ultra-Luminous Supersoft source; ULS)と呼ばれる天体が存在する。この天
体もまたULXと同様に非常に光度が高く、しかし一方でスペクトルが非常にソフト (<

∼
0.1 keV)であるという性

質を持っている。
これら 2つの天体に関して、「実はどちらも超臨界降着円盤を見ているもので、見込む角度が違うだけではない

のか」という説がある (Gu et al. 2016)。そこで我々は 2次元の輻射流体計算により、様々な降着率の超臨界降着
円盤を計算し、この説を検証する事にした。輻射スペクトルを知るためにはアウトフローの構造を遠方領域まで
正確に捉える必要があるため、今回のシミュレーションでは計算領域を 5000 rSまで拡げた。さらに、長時間の
シミュレーションを行うことで定常状態を実現し、その結果の正当性も確かめた。
結果としては、質量降着率が Ṁ >

∼
103 LE/c

2のときには、face-onから見た時に 100 LEほどの光度を持った
1keV-10keVのコンプトン散乱を受けた輻射が観測される、つまりULXとして観測されることが分かった。その
一方で edge-onから見た時には光度が LE程度で 0.1keVを下回る黒体放射に近いスペクトルが期待される事が分
かった。また、質量降着率が大きいほどULSとして観測される見込み角が広くなることも分かった。これらの結
果はULX と ULS がどちらも超臨界降着円盤を見ているもので、その違いは見込み角であるという説を支持する。


